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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月22日(2014.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態に係る表示システムの構成を示す図である。
【図２】プロジェクターの機能的構成を示すブロック図である。
【図３】ＰＣの機能的構成を示すブロック図である。
【図４】スクリーンに画像を投射した例を示す図であり、（Ａ）は指示位置に従ってポイ
ンターを投射した状態を示し、（Ｂ）は指示位置に従って描画を行った例を示す。
【図５】座標を検出及び変換する処理の様子を示す説明図である。
【図６】座標を検出及び変換する処理の様子を示す説明図である。
【図７】画像の投射状態の変化と座標を変換する処理の様子を示す説明図である。
【図８】画像の投射状態の変化と座標を変換する処理の様子を示す説明図である。
【図９】プロジェクターの動作を示すフローチャートである。
【図１０】画像ソースの種類毎に座標の出力の可否を定義する設定データの構成を模式的
に示す図である。
【図１１】出力先の設定画面の例を示す図である。
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【図１２】図９のステップＳ１９に示した座標出力処理を詳細に示すフローチャートであ
る。
【図１３】スクリーンにおける指示体による操作の例を示す図であり、（Ａ）は通常表示
における操作前の状態を示し、（Ｂ）は指示位置の軌跡の例を示し、（Ｃ）は多画面表示
における操作前の状態を示し、（Ｄ）は多画面表示時の指示位置の軌跡の例を示す。
【図１４】複数の領域に跨る操作に応じてズーム機能を実行する例を示す説明図であり、
（Ａ）はズームの中心が指定された状態を示し、（Ｂ）は指定された中心に従ってズーム
処理を行った状態を示す。
【図１５】位置検出部による位置検出の例を示す説明図である。
【図１６】変形例としてのプロジェクターの機能的構成を示すブロック図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　プロジェクター１１は、ＰＣ１３、ネットワーク１４、ＤＶＤプレーヤー１５及びビデ
オレコーダー１６等に接続される外部Ｉ／Ｆ１０２を備えている。外部Ｉ／Ｆ１０２は、
制御データやデジタル画像データ等の各種データ、及び、アナログ映像信号を送受信する
インターフェイスであり、複数種類のコネクター及びこれらのコネクターに対応するイン
ターフェイス回路を備えている。本実施形態において、外部Ｉ／Ｆ１０２は、コンピュー
ターの映像出力端子に接続されるＣｏｍｐインターフェイス、ビデオ再生装置やＤＶＤ再
生装置に接続されるＳ－Ｖｉｄｅｏインターフェイス、Ｖｉｄｅｏインターフェイス、デ
ジタル家電等が接続されるＨＤＭＩ（登録商標）規格に準拠したＨＤＭＩ（登録商標）イ
ンターフェイス、コンピューターのＵＳＢ端子に接続されるＵＳＢインターフェイス、及
び、コンピューターを含んで構成されるＬＡＮに接続されるＬＡＮインターフェイスを有
する。
　Ｃｏｍｐインターフェイスは、コンピューターからアナログ映像信号が入力されるＶＧ
Ａ端子、デジタル映像信号が入力されるＤＶＩ（Digital Visual Interface）等である。
このＣｏｍｐインターフェイスにはＲＧＢケーブル６１（図１）が接続され、ＵＳＢイン
ターフェイスにはＵＳＢケーブル６２（図１）が接続される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　制御部１０３は、外部Ｉ／Ｆ１０２に接続された各画像ソースのうち、いずれか一以上
の画像ソースを選択して当該画像ソースの入力画像を画像入力部１０４に入力する。また
、制御部１０３は、外部Ｉ／Ｆ１０２から画像入力部１０４に入力されている画像ソース
を判別する機能を有する。
　ここで、制御部１０３は、外部Ｉ／Ｆ１０２において各画像ソースが接続されるインタ
ーフェイスの種類毎に選択及び判別を行ってもよいし、画像ソースから入力される入力画
像の種類毎に選択及び判別を行ってもよく、コネクター毎に選択及び判別を行ってもよい
。さらに、外部Ｉ／Ｆ１０２に接続された各装置の種類自体を識別することにより画像ソ
ースを選択及び判別してもよい。例えば、ＨＤＭＩ（登録商標）インターフェイス、或い
はＬＡＮインターフェイスに接続された機器は、プロジェクター１１との間で制御データ
を送受信するので、この制御データに基づいて各機器（装置）の種類を判別できる。具体
的には、ＰＣ１３、ＤＶＤレコーダー、ＵＳＢメモリー、ＰＤＡ（Personal Digital Ass
istant）、携帯電話機、半導体メモリーを備えたメディアプレーヤー等、画像ソースとし
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ての装置を具体的に特定して分類し、この分類により画像ソースの種類を判別してもよい
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　表示部１３６は、画像信号出力用のコネクター等を備えた画像出力Ｉ／Ｆ１４３に接続
され、画像出力Ｉ／Ｆ１４３には、モニター１４４、及び、プロジェクター１１に繋がる
画像信号ケーブル（例えば、ＲＧＢケーブル６１）が接続される。画像出力Ｉ／Ｆ１４３
は、例えば、アナログ映像信号を出力するＶＧＡ端子、デジタル映像信号を出力するＤＶ
Ｉインターフェイス、ＵＳＢインターフェイス、及びＬＡＮインターフェイス、ＮＴＳＣ
、ＰＡＬ、ＳＥＣＡＭ等のコンポジット映像信号を出力するＳ映像端子、コンポジット映
像信号を出力するＲＣＡ端子、コンポーネント映像信号を出力するＤ端子、ＨＤＭＩ（登
録商標）規格に準拠したＨＤＭＩ（登録商標）コネクター等を複数備え、これら複数のコ
ネクターのいずれかにモニター１４４及びプロジェクター１１がそれぞれ接続される。ま
た、画像出力Ｉ／Ｆ１４３は、ＶＥＳＡが策定したDisplayPortを備えた構成としてもよ
く、具体的にはDisplayPortコネクター或いはMini Displayportコネクターと、Displaypo
rt規格に準拠したインターフェイス回路とを備えた構成としてもよい。この場合、ＰＣ１
３は、プロジェクター１１やモニター１４４或いは他の機器に対し、Displayportを介し
てデジタル映像信号を出力できる。なお、画像出力Ｉ／Ｆ１４３は有線通信によって画像
信号の送受信を行っても良く、無線通信によって画像信号の送受信を行っても良い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　つまり、座標変換部１６０は、座標算出部１５９が算出した座標（X1n，Y1n）が、（X1
bmin≦X1n≦X1bmax，Y1bmin≦Y1n≦Y1bmax）を満たさない場合には、（X1bmin，Y1n）、
（X1bmax，Y1n）、（X1n，Y1bmin）、（X1n，Y1bmax）のいずれかを出力切替部１６３に
出力する。これにより、表示画像に含まれない指示位置に対しても、座標を出力し、ポイ
ンター１２Ａやメニューバー１２Ｂを、指示位置の近くに描画できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　撮影制御部１５５が、制御部１０３の制御により撮像部１５３に実投射領域１１Ｂを含
む範囲を撮影させると、位置検出処理部１５７は撮影画像データを取得し（ステップＳ１
３）、この撮影画像データに基づいて指示体１２の指示位置を検出する（ステップＳ１４
）。続いて、座標算出部１５９が、位置検出処理部１５７により検出された指示位置の座
標を算出する（ステップＳ１５）。このステップＳ１５で算出される座標は実投射領域１
１Ｂにおける座標であり、図５（Ａ）で説明した座標（X1n，Y1n）である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６９】
　図１０は、画像ソースの種類毎に、座標を出力するか否かを定義する設定データ１０５
Ｂの構成例を模式的に示す図である。
　この図１０の例では外部Ｉ／Ｆ１０２の各インターフェイスが、ＰＣ系インターフェイ
スと非ＰＣ系インターフェイスの２つのグループに分類されている。本実施形態では、プ
ロジェクター１１との間で制御データを送受信可能か否かという属性に基づき、ＰＣ系イ
ンターフェイスと、それ以外の非ＰＣ系インターフェイスとの２つのグループに分けた例
を示す。ＰＣ系インターフェイスのグループに属するインターフェイスは、Ｃｏｍｐイン
ターフェイス（ここではＣｏｍｐ２）、ＵＳＢ及びＬＡＮインターフェイスである。Ｃｏ
ｍｐインターフェイスを経由して制御データを送受信することはできないが、図１に示し
たようにＰＣ１３がＲＧＢケーブル６１によりＣｏｍｐインターフェイスに接続されると
ともに、ＵＳＢケーブル６２によりＵＳＢインターフェイスに接続されている場合は、入
力画像がＣｏｍｐインターフェイスに入力されている場合にＵＳＢインターフェイスを介
して制御データを送受信できる。このため、ＰＣ系インターフェイスにＣｏｍｐインター
フェイスを含めることができる。また、非ＰＣ系インターフェイスには、Ｃｏｍｐインタ
ーフェイス（ここではＣｏｍｐ１）、Ｓ－Ｖｉｄｅｏ、Ｖｉｄｅｏ、ＨＤＭＩ（登録商標
）の各インターフェイスが属する。
　なお、グループ分けの方法は任意であり、グループ分けされた各インターフェイスが設
定データ１０５Ｂに反映されていればよく、インターフェイスの属性や機能（アナログイ
ンターフェイスかデジタルインターフェイスか等）とは無関係にグループ分けを行うこと
も可能である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　図１２は、図９のステップＳ１９に示した座標出力処理を詳細に示すフローチャートで
ある。
　出力制御部１０１は、プロジェクター１１が多画面表示中であるか否かを判別する（ス
テップＳ２１）。多画面表示は、上述のように、表示制御部１０７が、スクリーンＳＣの
実投射領域１１Ｂに複数の画像を同時に表示する機能である。多画面表示中は、実投射領
域１１Ｂが複数の領域に分割され、或いは実投射領域１１Ｂに複数の領域が設けられて、
これら各領域に、外部Ｉ／Ｆ１０２に入力される画像が表示される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　また、本発明の表示装置は、スクリーンＳＣに画像を投射するプロジェクターに限定さ
れず、液晶表示パネルに画像を表示する液晶モニターまたは液晶テレビ、或いは、ＰＤＰ
（プラズマディスプレイパネル）に画像を表示するモニター装置またはテレビ受像機、Ｏ
ＬＥＤ（Organic light-emitting diode）、ＯＥＬ（Organic Electro-Luminescence）等
と呼ばれる有機ＥＬ表示パネルに画像を表示するモニター装置またはテレビ受像機等の自
発光型の表示装置など、各種の表示装置も本発明の画像表示装置に含まれる。この場合、
液晶表示パネル、プラズマディスプレイパネル、有機ＥＬ表示パネルが表示手段に相当し
、その表示画面が表示面に相当する。より詳細には、画像を表示可能な領域全体が投射可
能領域１１Ａに相当し、常に投射可能領域１１Ａの全体に画面を表示する場合には、投射
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可能領域１１Ａと実投射領域１１Ｂとが等しい場合に相当する。
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